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担当者⽒名 国沢 卓之

プログラム責任者⽒名 国沢 卓之

研修プログラム病院群

責任基幹施設 旭川医科⼤学病院

基幹研修施設 函館五稜郭病院、名寄市⽴総合病院、北海道医療センター、
北海道がんセンター、旭川厚⽣病院、市⽴旭川病院、遠軽厚⽣病院

関連研修施設 国⽴病院機構帯広病院、留萌市⽴病院、札幌⼼臓⾎管クリニック、
禎⼼会病院、釧路孝仁会記念病院

プログラムの概要と特徴 上記13施設において、専攻医が整備指針に定められた⿇酔科研修カリキュラムの到達⽬標を達
成できる教育を提供し、⼗分な知識と技術を備えた⿇酔科専⾨医を育成する。

プログラムの運営⽅針

・研修の前半⼆年間のうち⼀年間、後半⼆年間のうち⼀年間は、責任基幹施設で研修を⾏うこ
とを原則とする。

・残りの⼆年間は、責任基幹施設・基幹研修施設・関連研修施設の何れかの中から、本⼈の希
望を中⼼に、研修内容が偏らず、多岐にわたるような組み合わせを選択し、研修を⾏う。

・研修内容・進⾏状況に配慮して、プログラムに所属する全ての専攻医が経験⽬標に必要な特
殊⿇酔症例数を達成できるように、ローテーションを構築する。
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

１．プログラムの概要と特徴

責任基幹施設である旭川医科大学病院，基幹研修施設である函館五稜郭病院、名寄市立総合病院、

北海道医療センター、北海道がんセンター、旭川厚生病院、市立旭川病院、遠軽厚生病院、関連研

修施設の、国立病院機構帯広病院、留萌市立病院、札幌心臓血管クリニック、禎心会病院、釧路孝

仁会記念病院において、専攻医が整備指針に定められた麻酔科研修カリキュラムの到達目標を達成

できる教育を提供し、十分な知識と技術を備えた麻酔科専門医を育成する。

２．プログラムの運営方針

•研修の前半二年間のうち一年間、後半二年間のうち一年間は、責任基幹施設で研修を行うことを

原則とする。

•残りの二年間は、責任基幹施設・基幹研修施設・関連研修施設の何れかの中から、本人の希望を

中心に、研修内容が偏らず、多岐にわたるような組み合わせを選択し、研修を行う。

•研修内容・進行状況に配慮して、プログラムに所属する全ての専攻医が経験目標に必要な特殊麻

酔症例数を達成できるように、ローテーションを構築する。

研修実施計画例

1年目 2年目 3年目 4年目

A 旭川医科大学病院 遠軽厚生病院 旭川医科大学病院
国立病院機構帯広病院

北海道がんセンター

B 名寄市立病院 旭川医科大学病院 市立旭川病院 旭川医科大学病院

C 旭川医科大学病院 函館五稜郭病院 旭川医科大学病院 北海道医療センター

D 旭川厚生病院 旭川医科大学病院
札幌心臓血管クリニック

禎心会病院
旭川医科大学病院

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 

必要症例 全症例 本プログラム分

⼩児（6歳未満）の⿇酔 599症例 517症例

帝王切開術の⿇酔 633症例 588症例

⼼臓⾎管⼿術の⿇酔
（胸部⼤動脈⼿術を含む）

876症例 762症例

胸部外科⼿術の⿇酔 842症例 782症例

脳神経外科⼿術の⿇酔 1486症例 1431症例

本プログラムにおける前年度麻酔科管理症例 合計 24,331症例

３．研修施設の指導体制と前年度麻酔科管理症例数

概要と特徴 運営⽅針 指導体制と前年度⿇酔科管理症例数
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＜病院概要＞

日本最北の大学病院であり、北は稚内・東は北見や遠軽などと広い医療圏をカバーする道北最大の総合病院である。救

急患者は道内各地から敷地内のヘリポートに患者を受け入れ救急医療も充実している。最新医療機器も取りそろえ、新

生児から高齢者まで高度医療を提供している。

＜麻酔科研修＞

豊富な最新機器（3D-経食道心エコー、コンピューター制御下静脈麻酔投与システム、気道確保等）を取りそろえ、常に

最新の知識・技術の習得が可能である。豊富な指導医師陣は、国内外の資格（経食道心エコー、超音波ガイド下神経ブ

ロック）を有し、水準の高い麻酔管理・循環管理・呼吸管理を習得することが可能となり、研修期間中に各資格試験合

格にも有利な研修体制を有している。

＜特殊麻酔管理症例の一部＞

・覚醒下手術（脳神経外科、耳鼻咽喉科、整形外科） ・超低出生体重児手術 ・低侵襲心臓手術

・ロボット支援手術（泌尿器科、肝臓外科、消化器外科） ・肝移植

プログラム責任者：国沢 卓之

麻酔科管理症例 5,238症例

必要症例 全症例 本プログラム分

小児（6歳未満）の麻酔 281症例 281症例

帝王切開術の麻酔 128症例 128症例

心臓血管手術の麻酔

（胸部大動脈手術を含む）

137症例 137症例

胸部外科手術の麻酔 118症例 118症例

脳神経外科手術の麻酔 183症例 183症例

麻酔認定病院番号：135麻酔科認定病院番号：135

旭川医科大学病院の特色

麻酔指導医（9名） 麻酔専門医（14名）

国沢卓之（麻酔・心臓麻酔） 菊地千歌（麻酔）

藤田 智（麻酔・集中治療） 長島道生（麻酔・集中治療）

高畑 治（麻酔・ペイン） 遠山裕樹（麻酔・心臓麻酔）

小北直宏（麻酔・集中治療） 神田 恵（麻酔）

鈴木昭広（麻酔・集中治療・ペイン） 本田高史（麻酔）

笹川智貴（麻酔・心臓麻酔） 本田奈緒（麻酔）

黒澤 温（麻酔・心臓麻酔） 小野寺美子（麻酔）

三國生臣（麻酔） 林健太郎（麻酔・心臓麻酔）

神田浩嗣（麻酔・心臓麻酔） 岩崎 肇（麻酔）

菅原亜美（麻酔）

長島佳代（麻酔）

佐古澄子（麻酔）

佐藤 慎（麻酔）

鷹架健一（麻酔）

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 

旭川医科大学病院（責任基幹施設）

旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム 責任基幹施設
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手術対象患者の高齢化、手術手技機器の進
歩に伴いハイリスク症例の増加が著しく、
より安全な麻酔を提供することが最重要課
題であり、当麻酔科は手術室の麻酔業務を
中心に活動をしております。道南地域の急
性期医療を担う病院の一員として、地域の
皆様方に安心・信頼・満足して頂ける医療
を提供することを理念としています。

研修実施責任者：黄 仁謙

麻酔指導医（5名） 麻酔専門医

黄 仁謙（麻酔）

仙石和文（麻酔）

平井裕康（麻酔）

松野賢一（麻酔）

仙石早苗（麻酔・ペイン）

麻酔科管理症例 4,146症例

必要症例 全症例 本プログラム分

小児（6歳未満）の麻酔 73症例 73症例

帝王切開術の麻酔 96症例 96症例

心臓血管手術の麻酔

（胸部大動脈手術を含む）

79症例 79症例

胸部外科手術の麻酔 106症例 106症例

脳神経外科手術の麻酔 0症例 0症例

麻酔認定病院番号：135

函館五稜郭病院の特色

麻酔指導医（1名） 麻酔専門医（1名）

舘岡一芳（麻酔・集中治療） 丹保亜希仁（麻酔・集中治療）

麻酔科管理症例 1,436症例

必要症例 全症例 本プログラム分

小児（6歳未満）の麻酔 28症例 28症例

帝王切開術の麻酔 73症例 73症例

心臓血管手術の麻酔

（胸部大動脈手術を含む）

40症例 40症例

胸部外科手術の麻酔 5症例 5症例

脳神経外科手術の麻酔 96症例 96症例

麻酔認定病院番号：135

プログラム責任者：舘岡 一芳

名寄市立総合病院は、上川北部のセンター
病院として機能することが求められていま
す。地域のニーズに応えた急性期医療･救急
医療に応え、各専門医療も充実していま
す。麻酔科医は手術麻酔・救急医療･集中治
療等で活躍し、またそうすることが求めら
れています。

名寄市立総合病院の特色

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 

麻酔科認定病院番号：788

麻酔科認定病院番号：644
函館五稜郭病院（基幹研修施設）

旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム 基幹研修施設

名寄市立総合病院（基幹研修施設）
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2010年に開院した比較的新しい病院です。
救命救急センターを有した総合病院であ
り、様々な緊急疾患が手術室に訪れるた
め、幅広い全身管理の技術・知識が必要と
されます。

研修実施責任者：藤本 一弘

麻酔指導医（1名） 麻酔専門医（2名）

藤本一弘（麻酔・集中治療） 太田みさき（麻酔）

長堀かな子（麻酔）

麻酔科管理症例 2.236症例

必要症例 全症例 本プログラム分

小児（6歳未満）の麻酔 38症例 38症例

帝王切開術の麻酔 0症例 0症例

心臓血管手術の麻酔

（胸部大動脈手術を含む）

49症例 44症例

胸部外科手術の麻酔 88症例 88症例

脳神経外科手術の麻酔 64症例 59症例

麻酔認定病院番号：135

北海道医療センターの特色

麻酔科管理症例 2,031症例

必要症例 全症例 本プログラム分

小児（6歳未満）の麻酔 6症例 6症例

帝王切開術の麻酔 0症例 0症例

心臓血管手術の麻酔

（胸部大動脈手術を含む）

0症例 0症例

胸部外科手術の麻酔 252症例 252症例

脳神経外科手術の麻酔 0症例 0症例

麻酔認定病院番号：135
北海道がんセンター（基幹研修施設）

研修実施責任者：土屋 健二

病院の性格上、長めで大きな手術が多いの
ですが、例年2000件前後の症例に麻酔科が
関わっています。呼吸器外科のVATS症例が
多く、一日に分離換気、縦2件、多い時は3
件という日もあります。その他に婦人科の
広汎子宮全摘、泌尿器科の（最近は全例ダ
ビンチによる）前立腺全摘、腹腔鏡下腎臓
摘出などが特に多めです。

北海道がんセンターの特色

麻酔指導医 麻酔専門医(4名)

土屋健二（麻酔）

川原みゆき（麻酔）

森下健康（麻酔）

上村佐保子（麻酔）

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 

麻酔科認定病院番号：1229
北海道医療センター（基幹研修施設）

旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム 基幹研修施設

麻酔科認定病院番号：82
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心臓血管外科、脳外科以外のほぼ全科があ
ります。外科、整形外科、婦人科の症例が
豊富です。
また、集中治療室を麻酔科がオープンICUと
して管理しています。緩和ケアやペインク
リニックの研修も可能です。

旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

研修実施責任者：菊地 信明

⿇酔科管理症例 2,678症例

必要症例 全症例 本プログラム分

小児（6歳未満）の麻酔 90症例 65症例

帝王切開術の麻酔 204症例 179症例

心臓血管手術の麻酔

（胸部大動脈手術を含む）

0症例 0症例

胸部外科手術の麻酔 89症例 64症例

脳神経外科手術の麻酔 0症例 0症例

⿇酔認定病院番号：135

旭川厚⽣病院の特⾊

⿇酔科管理症例 2,284症例

必要症例 全症例 本プログラム分

⼩児（6歳未満）の⿇酔 22症例 5症例

帝王切開術の⿇酔 25症例 5症例

⼼臓⾎管⼿術の⿇酔
（胸部⼤動脈⼿術を含む）

129症例 20症例

胸部外科⼿術の⿇酔 45症例 10症例

脳神経外科⼿術の⿇酔 0症例 0症例

⿇酔認定病院番号：135
市⽴旭川病院（基幹研修施設）

研修実施責任者：⼀宮 尚裕

麻酔科管理手術件数は年に2000～2500件、
心臓血管外科手術は年に100件以上していま
す。
その他、外科や産婦人科、泌尿器科手術で
は腹腔鏡での手術が多く、ロボット支援下
手術（ダヴィンチ手術）も2014年から開始
となりました。

市⽴旭川病院の特⾊

⿇酔指導医（3名） ⿇酔専⾨医(1名)
一宮尚裕（麻酔・集中治療・ペイン） 松本 恵（⿇酔）
飛世史則（麻酔・集中治療・ペイン）

山岸昭夫（麻酔・集中治療・ペイン）

麻酔指導医（4名） 麻酔専門医（3名）

斉藤芳儀（麻酔） 赤坂直哉（麻酔）

菊地信明（麻酔） 原田修人（麻酔・ペイン）

柳田 翼（麻酔） 伊藤綾希子（麻酔）

大友重明（麻酔）

基幹研修施設

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 

麻酔科認定病院番号：514
旭川厚生病院（基幹研修施設）

麻酔科認定病院番号：272
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地域センター病院の一つとして地域医療，
高度専門医療、救急医療を積極的に行って
います。
臨床麻酔に加え、蘇生・外傷などのトレー
ニングコース開催，参加を行っています。

北海道厚生連 遠軽厚生病院（基幹研修施設）

研修実施責任者：松本 英樹

麻酔科管理症例 930症例

必要症例 全症例 本プログラム分

小児（6歳未満）の麻酔 17症例 17症例

帝王切開術の麻酔 96症例 96症例

心臓血管手術の麻酔

（胸部大動脈手術を含む）

0症例 0症例

胸部外科手術の麻酔 10症例 10症例

脳神経外科手術の麻酔 0症例 0症例

麻酔認定病院番号：135

遠軽厚生病院の特色

麻酔科管理症例 856症例

必要症例 全症例 本プログラム分

小児（6歳未満）の麻酔 0症例 0症例

帝王切開術の麻酔 0症例 0症例

心臓血管手術の麻酔

（胸部大動脈手術を含む）

122症例 122症例

胸部外科手術の麻酔 116症例 116症例

脳神経外科手術の麻酔 0症例 0症例

麻酔認定病院番号：135
国立病院機構 帯広病院（関連研修施設）

研修実施責任者：朝井 裕一

主に胸部手術に特化した病院です。病院内
の他科との関係もよく、手術の技術も素晴
らしいので循環器疾患を楽しく研修できま
す。
ICU管理は、麻酔科も積極的に関与している
ため、心臓手術前後管理の研修も可能とな
っております。

国立帯広病院の特色

麻酔指導医（1名） 麻酔専門医（1名）

朝井裕一（麻酔・集中治療） 島田紀子（麻酔）

麻酔指導医（1名） 麻酔専門医（1名）

松本英樹（麻酔） 金木健太郎（麻酔）

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 

麻酔科認定病院番号：679

旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム 基幹研修施設・関連研修施設

麻酔科認定病院番号：1055
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必要症例 全症例 本プログラム分

小児（6歳未満）の麻酔 0症例 0症例

帝王切開術の麻酔 0症例 0症例

心臓血管手術の麻酔

（胸部大動脈手術を含む）

271症例 271症例

胸部外科手術の麻酔 0症例 0症例

脳神経外科手術の麻酔 0症例 0症例

留萌地方の2次救急医療機関で、定期手術件
数に比較し臨時手術件数の割合が多いで
す。特に骨折手術の割合が多く全体の約半
数を占めます。
高齢者の手術の割合が高く合併症を有した
ハイリスク患者の麻酔管理を経験すること
が可能となっています。

旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

研修実施責任者：川⽥ 勝⼰

⿇酔科管理症例 566症例

必要症例 全症例 本プログラム分

小児（6歳未満）の麻酔 4症例 4症例

帝王切開術の麻酔 11症例 11症例

心臓血管手術の麻酔

（胸部大動脈手術を含む）

0症例 0症例

胸部外科手術の麻酔 2症例 2症例

脳神経外科手術の麻酔 0症例 0症例

⿇酔認定病院番号：135

留萌市立病院の特色

⿇酔科管理症例 391症例

⿇酔認定病院番号：135

研修実施責任者：五⼗嵐 浩太郎

循環器専門の病院です。
札幌圏から多くの患者が集まり、開院以
降、道内屈指の開心術症例数を有していま
す。数多くの心臓麻酔手術研修が可能とな
っております。

札幌心臓血管クリニックの特色

麻酔指導医 麻酔専門医(2名)

五十嵐浩太郎（麻酔）

川村豪嗣（麻酔）

麻酔指導医 麻酔専門医（1名）

川田勝己（麻酔）

関連研修施設

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 

麻酔科認定病院番号：680
留萌市立病院（関連研修施設）

札幌心臓血管クリニック（関連研修施設）
麻酔科認定病院番号：1626
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脳卒中を主に取り扱う脳神経外科の病院で
す。脳神経外科の麻酔・神経学的モニタリ
ングや周術期管理、およびペインクリニッ
クを集中的に学ぶ事ができます。
2015年11月には新病院が開設され、さらに
数多くの診療科、手術の研修が可能となる
見通しです。

旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

研修実施責任者：岩崎 寛

⿇酔科管理症例 668症例

必要症例 全症例 本プログラム分

小児（6歳未満）の麻酔 0症例 0症例

帝王切開術の麻酔 0症例 0症例

心臓血管手術の麻酔

（胸部大動脈手術を含む）

0症例 0症例

胸部外科手術の麻酔 0症例 0症例

脳神経外科手術の麻酔 605症例 555症例

⿇酔認定病院番号：135

禎心会病院の特色

⿇酔科管理症例 871症例

必要症例 全症例 本プログラム分

小児（6歳未満）の麻酔 0症例 0症例

帝王切開術の麻酔 0症例 0症例

心臓血管手術の麻酔

（胸部大動脈手術を含む）

49症例 49症例

胸部外科手術の麻酔 9症例 9症例

脳神経外科手術の麻酔 309症例 309症例

⿇酔認定病院番号：135

研修実施責任者：加登 譲

脳神経外科、心臓血管外科、消化器外科領
域を集約し、より高度な急性期医療の提供
を目的として開設した病院です。
ヘリポートも有し、上記疾患対し24時間対
応可能な病院として、道東の医療を支えて
います。これらの疾患に対する麻酔研修が
可能となっています。

釧路孝仁会記念病院の特色

麻酔指導医（1名） 麻酔専門医

加登 譲（麻酔）

麻酔指導医（3名） 麻酔専門医（1名）

岩崎 寛（麻酔・ペイン） 山本邦彦（麻酔）

表 圭一（麻酔・ペイン）

阿部展子（麻酔・ペイン）

関連研修施設

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 

麻酔科認定病院番号：1613
禎心会病院（関連研修施設）

釧路孝仁会記念病院（関連研修施設）
麻酔科認定病院番号：1694
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
4．募集定員

31名

5．プログラム責任者 問い合わせ先

旭川医科大学 麻酔・蘇生学講座

教授 国沢 卓之

北海道旭川市緑が丘東2-1-1-1

TEL 0166-68-2583

6．本プログラムの研修カリキュラム到達目標

①一般目標

安全かつ安心な周術期医療の提供といった国民のニーズに応えることのできる、麻酔科およびその関連

分野の診療を実践する専門医を育成する。具体的には下記の４つの資質を修得する。

1) 十分な麻酔科領域、および麻酔科関連領域の専門知識と技量

2) 刻々と変わる臨床現場における、適切な臨床的判断能力、問題解決能力

3) 医の倫理に配慮し、診療を行う上での適切な態度、習慣

4) 常に進歩する医療・医学を則して、生涯を通じて研鑽を継続する向上心

②個別目標

目標1 基本知識

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し、臨床応用できる。具体的には公益法人日本麻酔科学会の定める

「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに準拠する。

1) 総論：

a) 麻酔科医の役割と社会的な意義、医学や麻酔の歴史について理解している。

b) 麻酔の安全と質の向上：麻酔の合併症発生率、リスクの種類、安全指針、医療の質向上

に向けた活動などについて理解している。手術室の安全管理、環境整備について理解

し、実践できる。

2) 生理学：下記の臓器の生理・病態生理、機能、評価・検査、麻酔の影響などについて理解して

いる。

a) 自律神経系 f) 肝臓

b) 中枢神経系 g) 腎臓

c) 神経筋接合部 h) 酸塩基平衡、電解質

d) 呼吸 i) 栄養

e) 循環

募集定員 お問い合わせ先 研修カリキュラム到達⽬標

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
3) 薬理学：薬力学、薬物動態を理解している。特に下記の麻酔関連薬物について作用機序、代謝、

臨床上の効用と影響について理解している。

a) 吸入麻酔薬

b) 静脈麻酔薬

c) オピオイド

d) 筋弛緩薬

e) 局所麻酔薬

4) 麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち、実践できる。

a) 術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価、術前に必要な検査、術前に行うべき合併

症対策について理解している。

b) 麻酔器、モニター：麻酔器・麻酔回路の構造、点検方法、トラブルシューティング、モニ

ター機器の原理、適応、モニターによる生体機能の評価、について理解し、実践ができ

る。

c) 気道管理：気道の解剖、評価、様々な気道管理の方法、困難症例への対応などを理解し、

実践できる。

d) 輸液・輸血療法：種類、適応、保存、合併症、緊急時対応などについて理解し、実践がで

きる。

e) 脊髄くも膜下麻酔、硬膜外麻酔：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合

併症について理解し、実践ができる。

f) 神経ブロック：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合併症について理解

し、実践ができる。

5) 麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について、それぞれの特性と留意すべき

ことを理解し、実践ができる。

a) 腹部外科 k) 外傷患者

b) 腹腔鏡下手術 l) 泌尿器科

c) 胸部外科 m) 産婦人科

d) 成人心臓手術 n) 眼科

e) 血管外科 o) 耳鼻咽喉科

f) 小児外科 p) レーザー手術

g) 小児心臓外科 q) 口腔外科

h) 高齢者の手術 r) 臓器移植

i) 脳神経外科 s) 手術室以外での麻酔

j) 整形外科

6) 術後管理：術後回復とその評価、術後の合併症とその対応に関して理解し、実践できる。

7) 集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し、実践できる。

研修カリキュラム到達⽬標 - 個別⽬標

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：1358) 救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価、治療について理解し、実践できる。それぞれの

患者にあった蘇生法を理解し、実践できる。AHA-ACLS、またはAHA-PALSプロバイダーコースを受

講し、プロバイダーカードを取得している。

9) ペインクリニック：周術期の急性痛・慢性痛の機序、治療について理解し、実践できる。

目標2 診療技術

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し、臨床応用できる。具体的には日本麻酔科学会の定める「麻

酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに準拠する。

1) 基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について、定められたコース目標に到

達している。

a) 血管確保・血液採取

b) 気道管理

c) モニタリング

d) 治療手技

e) 心肺蘇生法

f) 麻酔器点検および使用

g) 脊髄くも膜下麻酔

h) 鎮痛法および鎮静薬

i) 感染予防

目標3 マネジメント

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで、患者の命を助けることができる。

1) 周術期などの予期せぬ緊急事象に対して、適切に対処できる技術、判断能力を持っている。

2) 医療チームのリーダーとして、他科の医師、他職種を巻き込み、統率力をもって、周術期の刻々

と変化する事象に対応をすることができる。

目標4 医療倫理、医療安全

医師として診療を行う上で、医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける。医療安全についての

理解を深める。

1) 指導担当する医師とともにon the job training環境の中で、協調して麻酔科診療を行うことが

できる。

2) 他科の医師、コメディカルなどと協力・協働して、チーム医療を実践することができる。

3) 麻酔科診療において、適切な態度で患者に接し、麻酔方法や周術期合併症をわかりやすく説明

し、インフォームドコンセントを得ることができる。

4) 初期研修医や他の医師、コメディカル、実習中の学生などに対し、適切な態度で接しながら、麻

酔科診療の教育をすることができる。

研修カリキュラム到達⽬標 - 個別⽬標

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
目標5 生涯教育

医療・医学の進歩に則して、生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する。

1）学習ガイドラインの中の麻酔における研究計画と統計学の項目に準拠して、EBM、統計、研究計

画などについて理解している。

2）院内のカンファレンスや抄読会、外部のセミナーやカンファレンスなどに出席し、積極的に討

論に参加できる。

3）学術集会や学術出版物に、症例報告や研究成果の発表をすることができる。

4）臨床上の疑問に関して、指導医に尋ねることはもとより、自ら文献・資料などを用いて問題解

決を行うことができる。

③経験目標

研修期間中に手術麻酔、集中治療、ペインの充分な臨床経験を積む。通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊

髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え、下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医として経験す

る。ただし、帝王切開手術、胸部外科手術、脳神経外科手術に関しては、一症例の担当医は1人、小児と

心臓血管手術については一症例の担当医は2人までとする。

・小児（6歳未満）の麻酔 25症例

・帝王切開術の麻酔 10症例

・心臓血管外科の麻酔 25症例

（胸部大動脈手術を含む）

・胸部外科手術の麻酔 25症例

・脳神経外科手術の麻酔 25症例

研修カリキュラム到達⽬標 - 個別/経験⽬標

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
7．各施設における到達目標と評価項目

各施設における研修カリキュラムに沿って、各参加施設において、それぞれの専攻医に対し年次毎の指

導を行い、その結果を別表の到達目標評価表を用いて到達目標の達成度を評価する。

7-1.旭川医科大学病院(責任基幹施設) 研修カリキュラム到達目標

①一般目標

安全かつ安心な周術期医療の提供といった国民のニーズに応えることのできる、麻酔科およびその関連

分野の診療を実践する専門医を育成する。具体的には下記の４つの資質を修得する。

1) 十分な麻酔科領域、および麻酔科関連領域の専門知識と技量

2) 刻々と変わる臨床現場における、適切な臨床的判断能力、問題解決能力

3) 医の倫理に配慮し、診療を行う上での適切な態度、習慣

4) 常に進歩する医療・医学を則して、生涯を通じて研鑽を継続する向上心

②個別目標

目標１ 基本知識

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し、臨床応用できる。具体的には公益法人日本麻酔科学会の定める

「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに準拠する。

1) 総論：

a) 麻酔科医の役割と社会的な意義、医学や麻酔の歴史について理解している。

b) 麻酔の安全と質の向上：麻酔の合併症発生率、リスクの種類、安全指針、医療の質向上に

向けた活動などについて理解している。手術室の安全管理、環境整備について理解し、実

践できる。

2) 生理学：下記の臓器の生理・病態生理、機能、評価・検査、麻酔の影響などについて理解し

ている。

a) 自律神経系 b) 中枢神経系

c) 神経筋接合部 d) 呼吸

e) 循環 f) 肝臓

g) 腎臓 h) 酸塩基平衡、電解質

i) 栄養

3) 薬理学：薬力学、薬物動態を理解している。特に下記の麻酔関連薬物について作用機序、代

謝、臨床上の効用と影響について理解している。

a) 吸入麻酔薬

b) 静脈麻酔薬

c) オピオイド

d) 筋弛緩薬

e) 局所麻酔薬

旭川医科⼤学病院における到達⽬標と評価項⽬

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
4) 麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち、実践できる

a)  術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価、術前に必要な検査、術前に行うべき合併

症対策について理解している。

b) 麻酔器、モニター：麻酔器・麻酔回路の構造、点検方法、トラブルシューティング、モニ

ター機器の原理、適応、モニターによる生体機能の評価、について理解し、実践ができ

る。

c) 気道管理：気道の解剖、評価、様々な気道管理の方法、困難症例への対応などを理解し、

実践できる。

d) 輸液・輸血療法：種類、適応、保存、合併症、緊急時対応などについて理解し、実践がで

きる。

e) 脊髄くも膜下麻酔、硬膜外麻酔：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合

併症について理解し、実践ができる

f) 神経ブロック：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合併症について理解

し、実践ができる。

旭川医科⼤学病院における到達⽬標と評価項⽬

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 

5) 麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について、それぞれの特性と留意す

べきことを理解し、実践ができる。

a)腹部外科 b)腹腔鏡下手術 c)胸部外科

d)成人心臓手術 e)血管外科 f)小児外科

g)小児心臓外科 h)高齢者の手術 i)脳神経外科

j)整形外科 k)外傷患者 l)泌尿器科

m)産婦人科 n)眼科 o)耳鼻咽喉科

p)レーザー手術 q)口腔外科 r)臓器移植

s)手術室以外での麻酔

6) 術後管理：術後回復とその評価、術後の合併症とその対応に関して理解し、実践できる。

7) 集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し、実践でき

る。

8) 救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価、治療について理解し、実践できる。それぞ

れの患者にあった蘇生法を理解し、実践できる。AHA-ACLS、またはAHA-PALSプロバイダーコ

ースを受講し、プロバイダーカードを取得している。

9) ペイン：周術期の急性痛・慢性痛の機序、治療について理解し、実践できる。



17

旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
目標2 診療技術

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し、臨床応用できる。具体的には日本麻酔科学会の定める「麻

酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに準拠する。

1) 基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について、定められたコース目標に

到達している。

a)血管確保・血液採取 b)気道管理

c)モニタリング d)治療手技

e)心肺蘇生法 f)麻酔器点検および使用

g)脊髄くも膜下麻酔 h)鎮痛法および鎮静薬

i)感染予防

目標3 マネジメント

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで、患者の命を助けることができる。

1) 周術期などの予期せぬ緊急事象に対して、適切に対処できる技術、判断能力を持っている。

2) 医療チームのリーダーとして、他科の医師、他職種を巻き込み、統率力をもって、周術期の

刻々と変化する事象に対応をすることができる。

目標4 医療倫理、医療安全

医師として診療を行う上で、医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける。医療安全についての

理解を深める。

1) 指導担当する医師とともに臨床研修環境の中で、協調して麻酔科診療を行うことができる。

2) 他科の医師、コメディカルなどと協力・協働して、チーム医療を実践することができる。

3) 麻酔科診療において、適切な態度で患者に接し、麻酔方法や周術期合併症をわかりやすく説

明し、インフォームドコンセントを得ることができる。

4) 初期研修医や他の医師、コメディカル、実習中の学生などに対し、適切な態度で接しなが

ら、麻酔科診療の教育をすることができる。

目標5 生涯教育

医療・医学の進歩に則して、生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する。

1) 学習ガイドラインの中の麻酔における研究計画と統計学の項目に準拠して、EBM、統計、研究

計画などについて理解している。

2) 院内のカンファレンスや抄読会、外部のセミナーやカンファレンスなどに出席し、積極的に

討論に参加できる。

3) 学術集会や学術出版物に、症例報告や研究成果の発表をすることができる。

4) 臨床上の疑問に関して、指導医に尋ねることはもとより、自ら文献・資料などを用いて問題

解決を行うことができる。

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 

旭川医科⼤学病院における到達⽬標と評価項⽬



18

旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
③経験目標

研修期間中に手術麻酔、集中治療、ペインクリニックの充分な臨床経験を積む。

通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え、下記の特殊麻酔を

担当医として経験する。

・小児(6歳未満)の麻酔

・帝王切開術の麻酔

・心臓血管手術の麻酔（胸部大動脈手術を含む)

・胸部外科手術の麻酔

・脳神経外科手術の麻酔

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 

旭川医科⼤学病院における到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
7-2.函館五稜郭病院(基幹研修施設) 研修カリキュラム到達目標

①一般目標

安全かつ安心な周術期医療の提供といった国民のニーズに応えることのできる、麻酔科およびその関連

分野の診療を実践する専門医を育成する。具体的には下記の４つの資質を修得する。

1) 十分な麻酔科領域、および麻酔科関連領域の専門知識と技量

2) 刻々と変わる臨床現場における、適切な臨床的判断能力、問題解決能力

3) 医の倫理に配慮し、診療を行う上での適切な態度、習慣

4) 常に進歩する医療・医学を則して、生涯を通じて研鑽を継続する向上心

②個別目標

目標１ 基本知識

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し、臨床応用できる。具体的には公益法人日本麻酔科学会の定める

「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに準拠する。

1) 総論：

a) 麻酔科医の役割と社会的な意義、医学や麻酔の歴史について理解している。

b) 麻酔の安全と質の向上：麻酔の合併症発生率、リスクの種類、安全指針、医療の質向上に

向けた活動などについて理解している。手術室の安全管理、環境整備について理解し、実

践できる。

2) 生理学：下記の臓器の生理・病態生理、機能、評価・検査、麻酔の影響などについて理解し

ている。

a) 自律神経系 b) 中枢神経系

c) 神経筋接合部 d) 呼吸

e) 循環 f) 肝臓

g) 腎臓 h) 酸塩基平衡、電解質

i) 栄養

3) 薬理学：薬力学、薬物動態を理解している。特に下記の麻酔関連薬物について作用機序、代

謝、臨床上の効用と影響について理解している。

a) 吸入麻酔薬

b) 静脈麻酔薬

c) オピオイド

d) 筋弛緩薬

e) 局所麻酔薬

函館五稜郭病院における到達⽬標と評価項⽬

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
4) 麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち、実践できる

a)  術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価、術前に必要な検査、術前に行うべき合併

症対策について理解している。

b) 麻酔器、モニター：麻酔器・麻酔回路の構造、点検方法、トラブルシューティング、モニ

ター機器の原理、適応、モニターによる生体機能の評価、について理解し、実践ができ

る。

c) 気道管理：気道の解剖、評価、様々な気道管理の方法、困難症例への対応などを理解し、

実践できる。

d) 輸液・輸血療法：種類、適応、保存、合併症、緊急時対応などについて理解し、実践がで

きる。

e) 脊髄くも膜下麻酔、硬膜外麻酔：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合

併症について理解し、実践ができる

f) 神経ブロック：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合併症について理解

し、実践ができる。

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 

5) 麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について、それぞれの特性と留意す

べきことを理解し、実践ができる。

a)腹部外科 b)腹腔鏡下手術 c)胸部外科

d)成人心臓手術 e)血管外科 f)小児外科

g)高齢者の手術 h)整形外科 i)外傷患者

j)泌尿器科 k)産婦人科 l)眼科

m)耳鼻咽喉科 n)口腔外科 o)手術室以外での麻酔

6) 術後管理：術後回復とその評価、術後の合併症とその対応に関して理解し、実践できる。

7) 集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し、実践でき

る。

8) 救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価、治療について理解し、実践できる。それぞ

れの患者にあった蘇生法を理解し、実践できる。AHA-ACLS、またはAHA-PALSプロバイダーコ

ースを受講し、プロバイダーカードを取得している。

9) ペイン：周術期の急性痛・慢性痛の機序、治療について理解し、実践できる。

函館五稜郭病院における到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
目標2 診療技術

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し、臨床応用できる。具体的には日本麻酔科学会の定める「麻

酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに準拠する。

1) 基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について、定められたコース目標に

到達している。

a)血管確保・血液採取 b)気道管理

c)モニタリング d)治療手技

e)心肺蘇生法 f)麻酔器点検および使用

g)脊髄くも膜下麻酔 h)鎮痛法および鎮静薬

i)感染予防

目標3 マネジメント

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで、患者の命を助けることができる。

1) 周術期などの予期せぬ緊急事象に対して、適切に対処できる技術、判断能力を持っている。

2) 医療チームのリーダーとして、他科の医師、他職種を巻き込み、統率力をもって、周術期の

刻々と変化する事象に対応をすることができる。

目標4 医療倫理、医療安全

医師として診療を行う上で、医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける。医療安全についての

理解を深める。

1) 指導担当する医師とともに臨床研修環境の中で、協調して麻酔科診療を行うことができる。

2) 他科の医師、コメディカルなどと協力・協働して、チーム医療を実践することができる。

3) 麻酔科診療において、適切な態度で患者に接し、麻酔方法や周術期合併症をわかりやすく説

明し、インフォームドコンセントを得ることができる。

4) 初期研修医や他の医師、コメディカル、実習中の学生などに対し、適切な態度で接しなが

ら、麻酔科診療の教育をすることができる。

目標5 生涯教育

医療・医学の進歩に則して、生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する。

1) 学習ガイドラインの中の麻酔における研究計画と統計学の項目に準拠して、EBM、統計、研究

計画などについて理解している。

2) 院内のカンファレンスや抄読会、外部のセミナーやカンファレンスなどに出席し、積極的に

討論に参加できる。

3) 学術集会や学術出版物に、症例報告や研究成果の発表をすることができる。

4) 臨床上の疑問に関して、指導医に尋ねることはもとより、自ら文献・資料などを用いて問題

解決を行うことができる。

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 

函館五稜郭病院における到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
③経験目標

研修期間中に手術麻酔、集中治療、ペインクリニックの充分な臨床経験を積む。

通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え、下記の所定の件数

の特殊麻酔を担当医として経験する。

・小児(6歳未満)の麻酔

・帝王切開術の麻酔

・心臓血管手術の麻酔（胸部大動脈手術を含む)

・胸部外科手術の麻酔

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 

函館五稜郭病院における到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
7-3.名寄市立総合病院(基幹研修施設) 研修カリキュラム到達目標

①一般目標

安全かつ安心な周術期医療の提供といった国民のニーズに応えることのできる、麻酔科およびその関連

分野の診療を実践する専門医を育成する。具体的には下記の４つの資質を修得する。

1) 十分な麻酔科領域、および麻酔科関連領域の専門知識と技量

2) 刻々と変わる臨床現場における、適切な臨床的判断能力、問題解決能力

3) 医の倫理に配慮し、診療を行う上での適切な態度、習慣

4) 常に進歩する医療・医学を則して、生涯を通じて研鑽を継続する向上心

②個別目標

目標１ 基本知識

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し、臨床応用できる。具体的には公益法人日本麻酔科学会の定める

「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに準拠する。

1) 総論：

a) 麻酔科医の役割と社会的な意義、医学や麻酔の歴史について理解している。

b) 麻酔の安全と質の向上：麻酔の合併症発生率、リスクの種類、安全指針、医療の質向上に

向けた活動などについて理解している。手術室の安全管理、環境整備について理解し、実

践できる。

2) 生理学：下記の臓器の生理・病態生理、機能、評価・検査、麻酔の影響などについて理解し

ている。

a) 自律神経系 b) 中枢神経系

c) 神経筋接合部 d) 呼吸

e) 循環 f) 肝臓

g) 腎臓 h) 酸塩基平衡、電解質

i) 栄養

3) 薬理学：薬力学、薬物動態を理解している。特に下記の麻酔関連薬物について作用機序、代

謝、臨床上の効用と影響について理解している。

a) 吸入麻酔薬

b) 静脈麻酔薬

c) オピオイド

d) 筋弛緩薬

e) 局所麻酔薬

名寄市⽴総合病院における到達⽬標と評価項⽬

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
4) 麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち、実践できる

a)  術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価、術前に必要な検査、術前に行うべき合併

症対策について理解している。

b) 麻酔器、モニター：麻酔器・麻酔回路の構造、点検方法、トラブルシューティング、モニ

ター機器の原理、適応、モニターによる生体機能の評価、について理解し、実践ができ

る。

c) 気道管理：気道の解剖、評価、様々な気道管理の方法、困難症例への対応などを理解し、

実践できる。

d) 輸液・輸血療法：種類、適応、保存、合併症、緊急時対応などについて理解し、実践がで

きる。

e) 脊髄くも膜下麻酔、硬膜外麻酔：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合

併症について理解し、実践ができる

f) 神経ブロック：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合併症について理解

し、実践ができる。

g) 超音波診断装置：エコーの原理を理解し、実践できる。NBEのBasic PTEeXAMや日本周術期

経食道認定委員会のJB-POTを受験し、NBEのAdvanced PTEeXAMに挑戦する。

h) 薬物依存：薬物依存対策を行い、日本麻酔科学会の方針に従い定期的なチェックを行う。

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 

5) 麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について、それぞれの特性と留意す

べきことを理解し、実践ができる。

a)腹部外科 b)腹腔鏡下手術 c)胸部外科

d)成人心臓手術 e)血管外科 f)小児外科

g)高齢者の手術 h)脳神経外科 i)整形外科

j)外傷患者 k)泌尿器科 l)産婦人科

m)眼科 n)耳鼻咽喉科 o)レーザー手術

p)手術室以外での麻酔

6) 術後管理：術後回復とその評価、術後の合併症とその対応に関して理解し、実践できる。

7) 集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し、実践でき

る。

8) 救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価、治療について理解し、実践できる。それぞ

れの患者にあった蘇生法を理解し、実践できる。AHA-ACLS、またはAHA-PALSプロバイダーコ

ースを受講し、プロバイダーカードを取得している。

9) ペイン：周術期の急性痛・慢性痛の機序、治療について理解し、実践できる。

名寄市⽴総合病院における到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
目標2 診療技術

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し、臨床応用できる。具体的には日本麻酔科学会の定める「麻

酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに準拠する。

1) 基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について、定められたコース目標に

到達している。

a)血管確保・血液採取 b)気道管理

c)モニタリング d)治療手技

e)心肺蘇生法 f)麻酔器点検および使用

g)脊髄くも膜下麻酔 h)鎮痛法および鎮静薬

i)感染予防

目標3 マネジメント

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで、患者の命を助けることができる。

1) 周術期などの予期せぬ緊急事象に対して、適切に対処できる技術、判断能力を持っている。

2) 医療チームのリーダーとして、他科の医師、他職種を巻き込み、統率力をもって、周術期の

刻々と変化する事象に対応をすることができる。

目標4 医療倫理、医療安全

医師として診療を行う上で、医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける。医療安全についての

理解を深める。

1) 指導担当する医師とともに臨床研修環境の中で、協調して麻酔科診療を行うことができる。

2) 他科の医師、コメディカルなどと協力・協働して、チーム医療を実践することができる。

3) 麻酔科診療において、適切な態度で患者に接し、麻酔方法や周術期合併症をわかりやすく説

明し、インフォームドコンセントを得ることができる。

4) 初期研修医や他の医師、コメディカル、実習中の学生などに対し、適切な態度で接しなが

ら、麻酔科診療の教育をすることができる。

目標5 生涯教育

医療・医学の進歩に則して、生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する。

1) 学習ガイドラインの中の麻酔における研究計画と統計学の項目に準拠して、EBM、統計、研究

計画などについて理解している。

2) 院内のカンファレンスや抄読会、外部のセミナーやカンファレンスなどに出席し、積極的に

討論に参加できる。

3) 学術集会や学術出版物に、症例報告や研究成果の発表をすることができる。

4) 臨床上の疑問に関して、指導医に尋ねることはもとより、自ら文献・資料などを用いて問題

解決を行うことができる。
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名寄市⽴総合病院における到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
③経験目標

研修期間中に手術麻酔、集中治療、ペインクリニックの充分な臨床経験を積む。

通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え、下記の所定の件数

の特殊麻酔を担当医として経験する。

・小児(6歳未満)の麻酔

・帝王切開術の麻酔

・心臓血管手術の麻酔（胸部大動脈手術を含む)

・胸部外科手術の麻酔

・脳神経外科手術の麻酔

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 

名寄市⽴総合病院における到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
7-4.北海道医療センター(基幹研修施設) 研修カリキュラム到達目標

①一般目標

安全かつ安心な周術期医療の提供といった国民のニーズに応えることのできる、麻酔科およびその関連

分野の診療を実践する専門医を育成する。具体的には下記の４つの資質を修得する。

1) 十分な麻酔科領域、および麻酔科関連領域の専門知識と技量

2) 刻々と変わる臨床現場における、適切な臨床的判断能力、問題解決能力

3) 医の倫理に配慮し、診療を行う上での適切な態度、習慣

4) 常に進歩する医療・医学を則して、生涯を通じて研鑽を継続する向上心

②個別目標

目標１ 基本知識

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し、臨床応用できる。具体的には公益法人日本麻酔科学会の定める

「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに準拠する。

1) 総論：

a) 麻酔科医の役割と社会的な意義、医学や麻酔の歴史について理解している。

b) 麻酔の安全と質の向上：麻酔の合併症発生率、リスクの種類、安全指針、医療の質向上に

向けた活動などについて理解している。手術室の安全管理、環境整備について理解し、実

践できる。

2) 生理学：下記の臓器の生理・病態生理、機能、評価・検査、麻酔の影響などについて理解し

ている。

a) 自律神経系 b) 中枢神経系

c) 神経筋接合部 d) 呼吸

e) 循環 f) 肝臓

g) 腎臓 h) 酸塩基平衡、電解質

i) 栄養

3) 薬理学：薬力学、薬物動態を理解している。特に下記の麻酔関連薬物について作用機序、代

謝、臨床上の効用と影響について理解している。

a) 吸入麻酔薬

b) 静脈麻酔薬

c) オピオイド

d) 筋弛緩薬

e) 局所麻酔薬

北海道医療センターにおける到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
4) 麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち、実践できる

a)  術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価、術前に必要な検査、術前に行うべき合併

症対策について理解している。

b) 麻酔器、モニター：麻酔器・麻酔回路の構造、点検方法、トラブルシューティング、モニ

ター機器の原理、適応、モニターによる生体機能の評価、について理解し、実践ができ

る。

c) 気道管理：気道の解剖、評価、様々な気道管理の方法、困難症例への対応などを理解し、

実践できる。

d) 輸液・輸血療法：種類、適応、保存、合併症、緊急時対応などについて理解し、実践がで

きる。

e) 脊髄くも膜下麻酔、硬膜外麻酔：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合

併症について理解し、実践ができる

f) 神経ブロック：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合併症について理解

し、実践ができる。
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5) 麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について、それぞれの特性と留意す

べきことを理解し、実践ができる。

a)腹部外科 b)腹腔鏡下手術 c)胸部外科

d)成人心臓手術 e)血管外科 f)小児外科

g)高齢者の手術 h)脳神経外科 i)整形外科

j)外傷患者 k)泌尿器科 l)婦人科

m)眼科 n)耳鼻咽喉科 o)レーザー手術

p)手術室以外での麻酔

6) 術後管理：術後回復とその評価、術後の合併症とその対応に関して理解し、実践できる。

7) 集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し、実践でき

る。

8) 救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価、治療について理解し、実践できる。それぞ

れの患者にあった蘇生法を理解し、実践できる。AHA-ACLS、またはAHA-PALSプロバイダーコ

ースを受講し、プロバイダーカードを取得している。

9) ペイン：周術期の急性痛・慢性痛の機序、治療について理解し、実践できる。

北海道医療センターにおける到達⽬標と評価項⽬



29

旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
目標2 診療技術

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し、臨床応用できる。具体的には日本麻酔科学会の定める「麻

酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに準拠する。

1) 基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について、定められたコース目標に

到達している。

a)血管確保・血液採取 b)気道管理

c)モニタリング d)治療手技

e)心肺蘇生法 f)麻酔器点検および使用

g)脊髄くも膜下麻酔 h)鎮痛法および鎮静薬

i)感染予防

目標3 マネジメント

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで、患者の命を助けることができる。

1) 周術期などの予期せぬ緊急事象に対して、適切に対処できる技術、判断能力を持っている。

2) 医療チームのリーダーとして、他科の医師、他職種を巻き込み、統率力をもって、周術期の

刻々と変化する事象に対応をすることができる。

目標4 医療倫理、医療安全

医師として診療を行う上で、医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける。医療安全についての

理解を深める。

1) 指導担当する医師とともに臨床研修環境の中で、協調して麻酔科診療を行うことができる。

2) 他科の医師、コメディカルなどと協力・協働して、チーム医療を実践することができる。

3) 麻酔科診療において、適切な態度で患者に接し、麻酔方法や周術期合併症をわかりやすく説

明し、インフォームドコンセントを得ることができる。

4) 初期研修医や他の医師、コメディカル、実習中の学生などに対し、適切な態度で接しなが

ら、麻酔科診療の教育をすることができる。

目標5 生涯教育

医療・医学の進歩に則して、生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する。

1) 学習ガイドラインの中の麻酔における研究計画と統計学の項目に準拠して、EBM、統計、研究

計画などについて理解している。

2) 院内のカンファレンスや抄読会、外部のセミナーやカンファレンスなどに出席し、積極的に

討論に参加できる。

3) 学術集会や学術出版物に、症例報告や研究成果の発表をすることができる。

4) 臨床上の疑問に関して、指導医に尋ねることはもとより、自ら文献・資料などを用いて問題

解決を行うことができる。
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北海道医療センターにおける到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
③経験目標

研修期間中に手術麻酔、集中治療、ペインクリニックの充分な臨床経験を積む。

通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え、下記の所定の件数

の特殊麻酔を担当医として経験する。

・小児(6歳未満)の麻酔

・心臓血管手術の麻酔（胸部大動脈手術を含む)

・胸部外科手術の麻酔

・脳神経外科手術の麻酔

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 

北海道医療センターにおける到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
7-5.北海道がんセンター(基幹研修施設) 研修カリキュラム到達目標

①一般目標

安全かつ安心な周術期医療の提供といった国民のニーズに応えることのできる、麻酔科およびその関連

分野の診療を実践する専門医を育成する。具体的には下記の４つの資質を修得する。

1) 十分な麻酔科領域、および麻酔科関連領域の専門知識と技量

2) 刻々と変わる臨床現場における、適切な臨床的判断能力、問題解決能力

3) 医の倫理に配慮し、診療を行う上での適切な態度、習慣

4) 常に進歩する医療・医学を則して、生涯を通じて研鑽を継続する向上心

②個別目標

目標１ 基本知識

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し、臨床応用できる。具体的には公益法人日本麻酔科学会の定める

「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに準拠する。

1) 総論：

a) 麻酔科医の役割と社会的な意義、医学や麻酔の歴史について理解している。

b) 麻酔の安全と質の向上：麻酔の合併症発生率、リスクの種類、安全指針、医療の質向上に

向けた活動などについて理解している。手術室の安全管理、環境整備について理解し、実

践できる。

2) 生理学：下記の臓器の生理・病態生理、機能、評価・検査、麻酔の影響などについて理解し

ている。

a) 自律神経系 b) 中枢神経系

c) 神経筋接合部 d) 呼吸

e) 循環 f) 肝臓

g) 腎臓 h) 酸塩基平衡、電解質

i) 栄養

3) 薬理学：薬力学、薬物動態を理解している。特に下記の麻酔関連薬物について作用機序、代

謝、臨床上の効用と影響について理解している。

a) 吸入麻酔薬

b) 静脈麻酔薬

c) オピオイド

d) 筋弛緩薬

e) 局所麻酔薬

北海道ガンセンターにおける到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
4) 麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち、実践できる

a)  術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価、術前に必要な検査、術前に行うべき合併

症対策について理解している。

b) 麻酔器、モニター：麻酔器・麻酔回路の構造、点検方法、トラブルシューティング、モニ

ター機器の原理、適応、モニターによる生体機能の評価、について理解し、実践ができ

る。

c) 気道管理：気道の解剖、評価、様々な気道管理の方法、困難症例への対応などを理解し、

実践できる。

d) 輸液・輸血療法：種類、適応、保存、合併症、緊急時対応などについて理解し、実践がで

きる。

e) 脊髄くも膜下麻酔、硬膜外麻酔：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合

併症について理解し、実践ができる

f) 神経ブロック：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合併症について理解

し、実践ができる。

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 

5) 麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について、それぞれの特性と留意す

べきことを理解し、実践ができる。

a)腹部外科 b)腹腔鏡下手術 c)胸部外科

d)高齢者の手術 e)整形外科 f)泌尿器科

g)婦人科 h)耳鼻咽喉科 i)手術室以外での麻酔

6) 術後管理：術後回復とその評価、術後の合併症とその対応に関して理解し、実践できる。

7) 集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し、実践でき

る。

8) 救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価、治療について理解し、実践できる。それぞ

れの患者にあった蘇生法を理解し、実践できる。AHA-ACLS、またはAHA-PALSプロバイダーコ

ースを受講し、プロバイダーカードを取得している。

9) ペイン：周術期の急性痛・慢性痛の機序、治療について理解し、実践できる。

北海道ガンセンターにおける到達⽬標と評価項⽬



33

旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
目標2 診療技術

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し、臨床応用できる。具体的には日本麻酔科学会の定める「麻

酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに準拠する。

1) 基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について、定められたコース目標に

到達している。

a)血管確保・血液採取 b)気道管理

c)モニタリング d)治療手技

e)心肺蘇生法 f)麻酔器点検および使用

g)脊髄くも膜下麻酔 h)鎮痛法および鎮静薬

i)感染予防

目標3 マネジメント

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで、患者の命を助けることができる。

1) 周術期などの予期せぬ緊急事象に対して、適切に対処できる技術、判断能力を持っている。

2) 医療チームのリーダーとして、他科の医師、他職種を巻き込み、統率力をもって、周術期の

刻々と変化する事象に対応をすることができる。

目標4 医療倫理、医療安全

医師として診療を行う上で、医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける。医療安全についての

理解を深める。

1) 指導担当する医師とともに臨床研修環境の中で、協調して麻酔科診療を行うことができる。

2) 他科の医師、コメディカルなどと協力・協働して、チーム医療を実践することができる。

3) 麻酔科診療において、適切な態度で患者に接し、麻酔方法や周術期合併症をわかりやすく説

明し、インフォームドコンセントを得ることができる。

4) 初期研修医や他の医師、コメディカル、実習中の学生などに対し、適切な態度で接しなが

ら、麻酔科診療の教育をすることができる。

目標5 生涯教育

医療・医学の進歩に則して、生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する。

1) 学習ガイドラインの中の麻酔における研究計画と統計学の項目に準拠して、EBM、統計、研究

計画などについて理解している。

2) 院内のカンファレンスや抄読会、外部のセミナーやカンファレンスなどに出席し、積極的に

討論に参加できる。

3) 学術集会や学術出版物に、症例報告や研究成果の発表をすることができる。

4) 臨床上の疑問に関して、指導医に尋ねることはもとより、自ら文献・資料などを用いて問題

解決を行うことができる。
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
③経験目標

研修期間中に手術麻酔、集中治療、ペインクリニックの充分な臨床経験を積む。

通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え、下記の所定の件数

の特殊麻酔を担当医として経験する。

・小児(6歳未満)の麻酔

・胸部外科手術の麻酔

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 

北海道ガンセンターにおける到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
7-6.旭川厚生病院(基幹研修施設) 研修カリキュラム到達目標

①一般目標

安全かつ安心な周術期医療の提供といった国民のニーズに応えることのできる、麻酔科およびその関連

分野の診療を実践する専門医を育成する。具体的には下記の４つの資質を修得する。

1) 十分な麻酔科領域、および麻酔科関連領域の専門知識と技量

2) 刻々と変わる臨床現場における、適切な臨床的判断能力、問題解決能力

3) 医の倫理に配慮し、診療を行う上での適切な態度、習慣

4) 常に進歩する医療・医学を則して、生涯を通じて研鑽を継続する向上心

②個別目標

目標１ 基本知識

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し、臨床応用できる。具体的には公益法人日本麻酔科学会の定める

「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに準拠する。

1) 総論：

a) 麻酔科医の役割と社会的な意義、医学や麻酔の歴史について理解している。

b) 麻酔の安全と質の向上：麻酔の合併症発生率、リスクの種類、安全指針、医療の質向上に

向けた活動などについて理解している。手術室の安全管理、環境整備について理解し、実

践できる。

2) 生理学：下記の臓器の生理・病態生理、機能、評価・検査、麻酔の影響などについて理解し

ている。

a) 自律神経系 b) 中枢神経系

c) 神経筋接合部 d) 呼吸

e) 循環 f) 肝臓

g) 腎臓 h) 酸塩基平衡、電解質

i) 栄養

3) 薬理学：薬力学、薬物動態を理解している。特に下記の麻酔関連薬物について作用機序、代

謝、臨床上の効用と影響について理解している。

a) 吸入麻酔薬

b) 静脈麻酔薬

c) オピオイド

d) 筋弛緩薬

e) 局所麻酔薬

旭川厚⽣病院における到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
4) 麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち、実践できる

a)  術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価、術前に必要な検査、術前に行うべき合併

症対策について理解している。

b) 麻酔器、モニター：麻酔器・麻酔回路の構造、点検方法、トラブルシューティング、モニ

ター機器の原理、適応、モニターによる生体機能の評価、について理解し、実践ができ

る。

c) 気道管理：気道の解剖、評価、様々な気道管理の方法、困難症例への対応などを理解し、

実践できる。

d) 輸液・輸血療法：種類、適応、保存、合併症、緊急時対応などについて理解し、実践がで

きる。

e) 脊髄くも膜下麻酔、硬膜外麻酔：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合

併症について理解し、実践ができる

f) 神経ブロック：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合併症について理解

し、実践ができる。
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5) 麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について、それぞれの特性と留意す

べきことを理解し、実践ができる。

a)腹部外科 b)腹腔鏡下手術 c)胸部外科

d)小児外科 e)高齢者の手術 f)整形外科

g)外傷患者 h)泌尿器科 i)産婦人科

j)眼科 k)耳鼻咽喉科 l)レーザー手術

m)手術室以外での麻酔

6) 術後管理：術後回復とその評価、術後の合併症とその対応に関して理解し、実践できる。

7) 集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し、実践でき

る。

8) 救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価、治療について理解し、実践できる。それぞ

れの患者にあった蘇生法を理解し、実践できる。AHA-ACLS、またはAHA-PALSプロバイダーコ

ースを受講し、プロバイダーカードを取得している。

9) ペイン：周術期の急性痛・慢性痛の機序、治療について理解し、実践できる。

旭川厚⽣病院における到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
目標2 診療技術

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し、臨床応用できる。具体的には日本麻酔科学会の定める「麻

酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに準拠する。

1) 基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について、定められたコース目標に

到達している。

a)血管確保・血液採取 b)気道管理

c)モニタリング d)治療手技

e)心肺蘇生法 f)麻酔器点検および使用

g)脊髄くも膜下麻酔 h)鎮痛法および鎮静薬

i)感染予防

目標3 マネジメント

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで、患者の命を助けることができる。

1) 周術期などの予期せぬ緊急事象に対して、適切に対処できる技術、判断能力を持っている。

2) 医療チームのリーダーとして、他科の医師、他職種を巻き込み、統率力をもって、周術期の

刻々と変化する事象に対応をすることができる。

目標4 医療倫理、医療安全

医師として診療を行う上で、医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける。医療安全についての

理解を深める。

1) 指導担当する医師とともに臨床研修環境の中で、協調して麻酔科診療を行うことができる。

2) 他科の医師、コメディカルなどと協力・協働して、チーム医療を実践することができる。

3) 麻酔科診療において、適切な態度で患者に接し、麻酔方法や周術期合併症をわかりやすく説

明し、インフォームドコンセントを得ることができる。

4) 初期研修医や他の医師、コメディカル、実習中の学生などに対し、適切な態度で接しなが

ら、麻酔科診療の教育をすることができる。

目標5 生涯教育

医療・医学の進歩に則して、生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する。

1) 学習ガイドラインの中の麻酔における研究計画と統計学の項目に準拠して、EBM、統計、研究

計画などについて理解している。

2) 院内のカンファレンスや抄読会、外部のセミナーやカンファレンスなどに出席し、積極的に

討論に参加できる。

3) 学術集会や学術出版物に、症例報告や研究成果の発表をすることができる。

4) 臨床上の疑問に関して、指導医に尋ねることはもとより、自ら文献・資料などを用いて問題

解決を行うことができる。
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旭川厚⽣病院における到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
③経験目標

研修期間中に手術麻酔、集中治療、ペインクリニックの充分な臨床経験を積む。

通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え、下記の所定の件数

の特殊麻酔を担当医として経験する。

・小児(6歳未満)の麻酔

・帝王切開術の麻酔

・胸部外科手術の麻酔

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
7-7.市立旭川病院(基幹研修施設) 研修カリキュラム到達目標

①一般目標

安全かつ安心な周術期医療の提供といった国民のニーズに応えることのできる、麻酔科およびその関連

分野の診療を実践する専門医を育成する。具体的には下記の４つの資質を修得する。

1) 十分な麻酔科領域、および麻酔科関連領域の専門知識と技量

2) 刻々と変わる臨床現場における、適切な臨床的判断能力、問題解決能力

3) 医の倫理に配慮し、診療を行う上での適切な態度、習慣

4) 常に進歩する医療・医学を則して、生涯を通じて研鑽を継続する向上心

②個別目標

目標１ 基本知識

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し、臨床応用できる。具体的には公益法人日本麻酔科学会の定める

「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに準拠する。

1) 総論：

a) 麻酔科医の役割と社会的な意義、医学や麻酔の歴史について理解している。

b) 麻酔の安全と質の向上：麻酔の合併症発生率、リスクの種類、安全指針、医療の質向上に

向けた活動などについて理解している。手術室の安全管理、環境整備について理解し、実

践できる。

2) 生理学：下記の臓器の生理・病態生理、機能、評価・検査、麻酔の影響などについて理解し

ている。

a) 自律神経系 b) 中枢神経系

c) 神経筋接合部 d) 呼吸

e) 循環 f) 肝臓

g) 腎臓 h) 酸塩基平衡、電解質

i) 栄養

3) 薬理学：薬力学、薬物動態を理解している。特に下記の麻酔関連薬物について作用機序、代

謝、臨床上の効用と影響について理解している。

a) 吸入麻酔薬

b) 静脈麻酔薬

c) オピオイド

d) 筋弛緩薬

e) 局所麻酔薬

市⽴旭川病院における到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
4) 麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち、実践できる

a)  術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価、術前に必要な検査、術前に行うべき合併

症対策について理解している。

b) 麻酔器、モニター：麻酔器・麻酔回路の構造、点検方法、トラブルシューティング、モニ

ター機器の原理、適応、モニターによる生体機能の評価、について理解し、実践ができ

る。

c) 気道管理：気道の解剖、評価、様々な気道管理の方法、困難症例への対応などを理解し、

実践できる。

d) 輸液・輸血療法：種類、適応、保存、合併症、緊急時対応などについて理解し、実践がで

きる。

e) 脊髄くも膜下麻酔、硬膜外麻酔：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合

併症について理解し、実践ができる

f) 神経ブロック：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合併症について理解

し、実践ができる。
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5) 麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について、それぞれの特性と留意す

べきことを理解し、実践ができる。

a)腹部外科 b)腹腔鏡下手術 c)胸部外科

d)成人心臓手術 e)血管外科 f)小児外科

g)小児心臓外科 h)高齢者の手術 i)泌尿器科

j)産婦人科 k)眼科 l)耳鼻咽喉科

m)口腔外科

6) 術後管理：術後回復とその評価、術後の合併症とその対応に関して理解し、実践できる。

7) 集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し、実践でき

る。

8) 救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価、治療について理解し、実践できる。それぞ

れの患者にあった蘇生法を理解し、実践できる。AHA-ACLS、またはAHA-PALSプロバイダーコ

ースを受講し、プロバイダーカードを取得している。

9) ペイン：周術期の急性痛・慢性痛の機序、治療について理解し、実践できる。

市⽴旭川病院における到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
目標2 診療技術

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し、臨床応用できる。具体的には日本麻酔科学会の定める「麻

酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに準拠する。

1) 基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について、定められたコース目標に

到達している。

a)血管確保・血液採取 b)気道管理

c)モニタリング d)治療手技

e)心肺蘇生法 f)麻酔器点検および使用

g)脊髄くも膜下麻酔 h)鎮痛法および鎮静薬

i)感染予防

目標3 マネジメント

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで、患者の命を助けることができる。

1) 周術期などの予期せぬ緊急事象に対して、適切に対処できる技術、判断能力を持っている。

2) 医療チームのリーダーとして、他科の医師、他職種を巻き込み、統率力をもって、周術期の

刻々と変化する事象に対応をすることができる。

目標4 医療倫理、医療安全

医師として診療を行う上で、医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける。医療安全についての

理解を深める。

1) 指導担当する医師とともに臨床研修環境の中で、協調して麻酔科診療を行うことができる。

2) 他科の医師、コメディカルなどと協力・協働して、チーム医療を実践することができる。

3) 麻酔科診療において、適切な態度で患者に接し、麻酔方法や周術期合併症をわかりやすく説

明し、インフォームドコンセントを得ることができる。

4) 初期研修医や他の医師、コメディカル、実習中の学生などに対し、適切な態度で接しなが

ら、麻酔科診療の教育をすることができる。

目標5 生涯教育

医療・医学の進歩に則して、生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する。

1) 学習ガイドラインの中の麻酔における研究計画と統計学の項目に準拠して、EBM、統計、研究

計画などについて理解している。

2) 院内のカンファレンスや抄読会、外部のセミナーやカンファレンスなどに出席し、積極的に

討論に参加できる。

3) 学術集会や学術出版物に、症例報告や研究成果の発表をすることができる。

4) 臨床上の疑問に関して、指導医に尋ねることはもとより、自ら文献・資料などを用いて問題

解決を行うことができる。

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 

市⽴旭川病院における到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
③経験目標

研修期間中に手術麻酔、集中治療、ペインクリニックの充分な臨床経験を積む。

通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え、下記の所定の件数

の特殊麻酔を担当医として経験する。

・小児(6歳未満)の麻酔

・帝王切開術の麻酔

・心臓血管手術の麻酔

・胸部外科手術の麻酔
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市⽴旭川病院における到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
7-8.遠軽厚生病院(基幹研修施設) 研修カリキュラム到達目標

①一般目標

安全かつ安心な周術期医療の提供といった国民のニーズに応えることのできる、麻酔科およびその関連

分野の診療を実践する専門医を育成する。具体的には下記の４つの資質を修得する。

1) 十分な麻酔科領域、および麻酔科関連領域の専門知識と技量

2) 刻々と変わる臨床現場における、適切な臨床的判断能力、問題解決能力

3) 医の倫理に配慮し、診療を行う上での適切な態度、習慣

4) 常に進歩する医療・医学を則して、生涯を通じて研鑽を継続する向上心

②個別目標

目標１ 基本知識

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し、臨床応用できる。具体的には公益法人日本麻酔科学会の定める

「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに準拠する。

1) 総論：

a) 麻酔科医の役割と社会的な意義、医学や麻酔の歴史について理解している。

b) 麻酔の安全と質の向上：麻酔の合併症発生率、リスクの種類、安全指針、医療の質向上に

向けた活動などについて理解している。手術室の安全管理、環境整備について理解し、実

践できる。

2) 生理学：下記の臓器の生理・病態生理、機能、評価・検査、麻酔の影響などについて理解し

ている。

a) 自律神経系 b) 中枢神経系

c) 神経筋接合部 d) 呼吸

e) 循環 f) 肝臓

g) 腎臓 h) 酸塩基平衡、電解質

i) 栄養

3) 薬理学：薬力学、薬物動態を理解している。特に下記の麻酔関連薬物について作用機序、代

謝、臨床上の効用と影響について理解している。

a) 吸入麻酔薬

b) 静脈麻酔薬

c) オピオイド

d) 筋弛緩薬

e) 局所麻酔薬

遠軽厚⽣病院における到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
4) 麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち、実践できる

a)  術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価、術前に必要な検査、術前に行うべき合併

症対策について理解している。

b) 麻酔器、モニター：麻酔器・麻酔回路の構造、点検方法、トラブルシューティング、モニ

ター機器の原理、適応、モニターによる生体機能の評価、について理解し、実践ができ

る。

c) 気道管理：気道の解剖、評価、様々な気道管理の方法、困難症例への対応などを理解し、

実践できる。

d) 輸液・輸血療法：種類、適応、保存、合併症、緊急時対応などについて理解し、実践がで

きる。

e) 脊髄くも膜下麻酔、硬膜外麻酔：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合

併症について理解し、実践ができる

f) 神経ブロック：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合併症について理解

し、実践ができる。
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5) 麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について、それぞれの特性と留意す

べきことを理解し、実践ができる。

a)腹部外科 b)腹腔鏡下手術 c)胸部外科

d)小児外科 e)高齢者の手術 f)整形外科

g)外傷患者 h)泌尿器科 i)産婦人科

j)眼科 k)耳鼻咽喉科 l)レーザー手術

m)手術室以外での麻酔

6) 術後管理：術後回復とその評価、術後の合併症とその対応に関して理解し、実践できる。

7) 集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し、実践でき

る。

8) 救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価、治療について理解し、実践できる。それぞ

れの患者にあった蘇生法を理解し、実践できる。AHA-ACLS、またはAHA-PALSプロバイダーコ

ースを受講し、プロバイダーカードを取得している。

9) ペイン：周術期の急性痛・慢性痛の機序、治療について理解し、実践できる。

遠軽厚⽣病院における到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
目標2 診療技術

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し、臨床応用できる。具体的には日本麻酔科学会の定める「麻

酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに準拠する。

1) 基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について、定められたコース目標に

到達している。

a)血管確保・血液採取 b)気道管理

c)モニタリング d)治療手技

e)心肺蘇生法 f)麻酔器点検および使用

g)脊髄くも膜下麻酔 h)鎮痛法および鎮静薬

i)感染予防

目標3 マネジメント

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで、患者の命を助けることができる。

1) 周術期などの予期せぬ緊急事象に対して、適切に対処できる技術、判断能力を持っている。

2) 医療チームのリーダーとして、他科の医師、他職種を巻き込み、統率力をもって、周術期の

刻々と変化する事象に対応をすることができる。

目標4 医療倫理、医療安全

医師として診療を行う上で、医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける。医療安全についての

理解を深める。

1) 指導担当する医師とともに臨床研修環境の中で、協調して麻酔科診療を行うことができる。

2) 他科の医師、コメディカルなどと協力・協働して、チーム医療を実践することができる。

3) 麻酔科診療において、適切な態度で患者に接し、麻酔方法や周術期合併症をわかりやすく説

明し、インフォームドコンセントを得ることができる。

4) 初期研修医や他の医師、コメディカル、実習中の学生などに対し、適切な態度で接しなが

ら、麻酔科診療の教育をすることができる。

目標5 生涯教育

医療・医学の進歩に則して、生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する。

1) 学習ガイドラインの中の麻酔における研究計画と統計学の項目に準拠して、EBM、統計、研究

計画などについて理解している。

2) 院内のカンファレンスや抄読会、外部のセミナーやカンファレンスなどに出席し、積極的に

討論に参加できる。

3) 学術集会や学術出版物に、症例報告や研究成果の発表をすることができる。

4) 臨床上の疑問に関して、指導医に尋ねることはもとより、自ら文献・資料などを用いて問題

解決を行うことができる。
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
③経験目標

研修期間中に手術麻酔、集中治療、ペインクリニックの充分な臨床経験を積む。

通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え、下記の所定の件数

の特殊麻酔を担当医として経験する。

・小児（6歳未満）の麻酔

・帝王切開術の麻酔

・胸部外科手術の麻酔
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
7-9.国立病院機構帯広病院(関連研修施設) 研修カリキュラム到達目標

①一般目標

安全かつ安心な周術期医療の提供といった国民のニーズに応えることのできる、麻酔科およびその関連

分野の診療を実践する専門医を育成する。具体的には下記の４つの資質を修得する。

1) 十分な麻酔科領域、および麻酔科関連領域の専門知識と技量

2) 刻々と変わる臨床現場における、適切な臨床的判断能力、問題解決能力

3) 医の倫理に配慮し、診療を行う上での適切な態度、習慣

4) 常に進歩する医療・医学を則して、生涯を通じて研鑽を継続する向上心

②個別目標

目標１ 基本知識

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し、臨床応用できる。具体的には公益法人日本麻酔科学会の定める

「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに準拠する。

1) 総論：

a) 麻酔科医の役割と社会的な意義、医学や麻酔の歴史について理解している。

b) 麻酔の安全と質の向上：麻酔の合併症発生率、リスクの種類、安全指針、医療の質向上に

向けた活動などについて理解している。手術室の安全管理、環境整備について理解し、実

践できる。

2) 生理学：下記の臓器の生理・病態生理、機能、評価・検査、麻酔の影響などについて理解し

ている。

a) 自律神経系 b) 中枢神経系

c) 神経筋接合部 d) 呼吸

e) 循環 f) 肝臓

g) 腎臓 h) 酸塩基平衡、電解質

i) 栄養

3) 薬理学：薬力学、薬物動態を理解している。特に下記の麻酔関連薬物について作用機序、代

謝、臨床上の効用と影響について理解している。

a) 吸入麻酔薬

b) 静脈麻酔薬

c) オピオイド

d) 筋弛緩薬

e) 局所麻酔薬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
4) 麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち、実践できる

a)  術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価、術前に必要な検査、術前に行うべき合併

症対策について理解している。

b) 麻酔器、モニター：麻酔器・麻酔回路の構造、点検方法、トラブルシューティング、モニ

ター機器の原理、適応、モニターによる生体機能の評価、について理解し、実践ができ

る。

c) 気道管理：気道の解剖、評価、様々な気道管理の方法、困難症例への対応などを理解し、

実践できる。

d) 輸液・輸血療法：種類、適応、保存、合併症、緊急時対応などについて理解し、実践がで

きる。

e) 脊髄くも膜下麻酔、硬膜外麻酔：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合

併症について理解し、実践ができる

f) 神経ブロック：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合併症について理解

し、実践ができる。
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5) 麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について、それぞれの特性と留意す

べきことを理解し、実践ができる。

a)腹部外科 b)胸部外科 c)成人心臓手術

d)血管外科 e)高齢者の手術 f)手術室以外での麻酔

6) 術後管理：術後回復とその評価、術後の合併症とその対応に関して理解し、実践できる。

7) 集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し、実践でき

る。

8) 救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価、治療について理解し、実践できる。それぞ

れの患者にあった蘇生法を理解し、実践できる。AHA-ACLS、またはAHA-PALSプロバイダーコ

ースを受講し、プロバイダーカードを取得している。

9) ペイン：周術期の急性痛・慢性痛の機序、治療について理解し、実践できる。

国⽴病院機構帯広病院における到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
目標2 診療技術

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し、臨床応用できる。具体的には日本麻酔科学会の定める「麻

酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに準拠する。

1) 基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について、定められたコース目標に

到達している。

a)血管確保・血液採取 b)気道管理

c)モニタリング d)治療手技

e)心肺蘇生法 f)麻酔器点検および使用

g)脊髄くも膜下麻酔 h)鎮痛法および鎮静薬

i)感染予防

目標3 マネジメント

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで、患者の命を助けることができる。

1) 周術期などの予期せぬ緊急事象に対して、適切に対処できる技術、判断能力を持っている。

2) 医療チームのリーダーとして、他科の医師、他職種を巻き込み、統率力をもって、周術期の

刻々と変化する事象に対応をすることができる。

目標4 医療倫理、医療安全

医師として診療を行う上で、医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける。医療安全についての

理解を深める。

1) 指導担当する医師とともに臨床研修環境の中で、協調して麻酔科診療を行うことができる。

2) 他科の医師、コメディカルなどと協力・協働して、チーム医療を実践することができる。

3) 麻酔科診療において、適切な態度で患者に接し、麻酔方法や周術期合併症をわかりやすく説

明し、インフォームドコンセントを得ることができる。

4) 初期研修医や他の医師、コメディカル、実習中の学生などに対し、適切な態度で接しなが

ら、麻酔科診療の教育をすることができる。

目標5 生涯教育

医療・医学の進歩に則して、生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する。

1) 学習ガイドラインの中の麻酔における研究計画と統計学の項目に準拠して、EBM、統計、研究

計画などについて理解している。

2) 院内のカンファレンスや抄読会、外部のセミナーやカンファレンスなどに出席し、積極的に

討論に参加できる。

3) 学術集会や学術出版物に、症例報告や研究成果の発表をすることができる。

4) 臨床上の疑問に関して、指導医に尋ねることはもとより、自ら文献・資料などを用いて問題

解決を行うことができる。
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
③経験目標

研修期間中に手術麻酔、集中治療、ペインクリニックの充分な臨床経験を積む。

通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え、下記の所定の件数

の特殊麻酔を担当医として経験する。

・心臓血管手術の麻酔

・胸部外科手術の麻酔
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
7-10.留萌市立病院(関連研修施設) 研修カリキュラム到達目標

①一般目標

安全かつ安心な周術期医療の提供といった国民のニーズに応えることのできる、麻酔科およびその関連

分野の診療を実践する専門医を育成する。具体的には下記の４つの資質を修得する。

1) 十分な麻酔科領域、および麻酔科関連領域の専門知識と技量

2) 刻々と変わる臨床現場における、適切な臨床的判断能力、問題解決能力

3) 医の倫理に配慮し、診療を行う上での適切な態度、習慣

4) 常に進歩する医療・医学を則して、生涯を通じて研鑽を継続する向上心

②個別目標

目標１ 基本知識

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し、臨床応用できる。具体的には公益法人日本麻酔科学会の定める

「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに準拠する。

1) 総論：

a) 麻酔科医の役割と社会的な意義、医学や麻酔の歴史について理解している。

b) 麻酔の安全と質の向上：麻酔の合併症発生率、リスクの種類、安全指針、医療の質向上に

向けた活動などについて理解している。手術室の安全管理、環境整備について理解し、実

践できる。

2) 生理学：下記の臓器の生理・病態生理、機能、評価・検査、麻酔の影響などについて理解し

ている。

a) 自律神経系 b) 中枢神経系

c) 神経筋接合部 d) 呼吸

e) 循環 f) 肝臓

g) 腎臓 h) 酸塩基平衡、電解質

i) 栄養

3) 薬理学：薬力学、薬物動態を理解している。特に下記の麻酔関連薬物について作用機序、代

謝、臨床上の効用と影響について理解している。

a) 吸入麻酔薬

b) 静脈麻酔薬

c) オピオイド

d) 筋弛緩薬

e) 局所麻酔薬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
4) 麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち、実践できる

a)  術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価、術前に必要な検査、術前に行うべき合併

症対策について理解している。

b) 麻酔器、モニター：麻酔器・麻酔回路の構造、点検方法、トラブルシューティング、モニ

ター機器の原理、適応、モニターによる生体機能の評価、について理解し、実践ができ

る。

c) 気道管理：気道の解剖、評価、様々な気道管理の方法、困難症例への対応などを理解し、

実践できる。

d) 輸液・輸血療法：種類、適応、保存、合併症、緊急時対応などについて理解し、実践がで

きる。

e) 脊髄くも膜下麻酔、硬膜外麻酔：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合

併症について理解し、実践ができる

f) 神経ブロック：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合併症について理解

し、実践ができる。
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5) 麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について、それぞれの特性と留意す

べきことを理解し、実践ができる。

a)腹部外科 b)腹腔鏡下手術 c)胸部外科

d)小児外科 e)高齢者の手術 f)整形外科

g)外傷患者 h)産婦人科 i)眼科

6) 術後管理：術後回復とその評価、術後の合併症とその対応に関して理解し、実践できる。

7) 集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し、実践でき

る。

8) 救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価、治療について理解し、実践できる。それぞ

れの患者にあった蘇生法を理解し、実践できる。AHA-ACLS、またはAHA-PALSプロバイダーコ

ースを受講し、プロバイダーカードを取得している。

9) ペイン：周術期の急性痛・慢性痛の機序、治療について理解し、実践できる。

留萌市⽴病院における到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
目標2 診療技術

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し、臨床応用できる。具体的には日本麻酔科学会の定める「麻

酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに準拠する。

1) 基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について、定められたコース目標に

到達している。

a)血管確保・血液採取 b)気道管理

c)モニタリング d)治療手技

e)心肺蘇生法 f)麻酔器点検および使用

g)脊髄くも膜下麻酔 h)鎮痛法および鎮静薬

i)感染予防

目標3 マネジメント

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで、患者の命を助けることができる。

1) 周術期などの予期せぬ緊急事象に対して、適切に対処できる技術、判断能力を持っている。

2) 医療チームのリーダーとして、他科の医師、他職種を巻き込み、統率力をもって、周術期の

刻々と変化する事象に対応をすることができる。

目標4 医療倫理、医療安全

医師として診療を行う上で、医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける。医療安全についての

理解を深める。

1) 指導担当する医師とともに臨床研修環境の中で、協調して麻酔科診療を行うことができる。

2) 他科の医師、コメディカルなどと協力・協働して、チーム医療を実践することができる。

3) 麻酔科診療において、適切な態度で患者に接し、麻酔方法や周術期合併症をわかりやすく説

明し、インフォームドコンセントを得ることができる。

4) 初期研修医や他の医師、コメディカル、実習中の学生などに対し、適切な態度で接しなが

ら、麻酔科診療の教育をすることができる。

目標5 生涯教育

医療・医学の進歩に則して、生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する。

1) 学習ガイドラインの中の麻酔における研究計画と統計学の項目に準拠して、EBM、統計、研究

計画などについて理解している。

2) 院内のカンファレンスや抄読会、外部のセミナーやカンファレンスなどに出席し、積極的に

討論に参加できる。

3) 学術集会や学術出版物に、症例報告や研究成果の発表をすることができる。

4) 臨床上の疑問に関して、指導医に尋ねることはもとより、自ら文献・資料などを用いて問題

解決を行うことができる。
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
③経験目標

研修期間中に手術麻酔、集中治療、ペインクリニックの充分な臨床経験を積む。

通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え、下記の所定の件数

の特殊麻酔を担当医として経験する。

・小児（6歳未満）の麻酔

・帝王切開術の麻酔

・胸部外科手術の麻酔
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
7-11. 札幌心臓血管クリニック(関連研修施設) 研修カリキュラム到達目標

①一般目標

安全かつ安心な周術期医療の提供といった国民のニーズに応えることのできる、麻酔科およびその関連

分野の診療を実践する専門医を育成する。具体的には下記の４つの資質を修得する。

1) 十分な麻酔科領域、および麻酔科関連領域の専門知識と技量

2) 刻々と変わる臨床現場における、適切な臨床的判断能力、問題解決能力

3) 医の倫理に配慮し、診療を行う上での適切な態度、習慣

4) 常に進歩する医療・医学を則して、生涯を通じて研鑽を継続する向上心

②個別目標

目標１ 基本知識

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し、臨床応用できる。具体的には公益法人日本麻酔科学会の定める

「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに準拠する。

1) 総論：

a) 麻酔科医の役割と社会的な意義、医学や麻酔の歴史について理解している。

b) 麻酔の安全と質の向上：麻酔の合併症発生率、リスクの種類、安全指針、医療の質向上に

向けた活動などについて理解している。手術室の安全管理、環境整備について理解し、実

践できる。

2) 生理学：下記の臓器の生理・病態生理、機能、評価・検査、麻酔の影響などについて理解し

ている。

a) 自律神経系 b) 中枢神経系

c) 神経筋接合部 d) 呼吸

e) 循環 f) 肝臓

g) 腎臓 h) 酸塩基平衡、電解質

i) 栄養

3) 薬理学：薬力学、薬物動態を理解している。特に下記の麻酔関連薬物について作用機序、代

謝、臨床上の効用と影響について理解している。

a) 吸入麻酔薬

b) 静脈麻酔薬

c) オピオイド

d) 筋弛緩薬

e) 局所麻酔薬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
4) 麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち、実践できる

a)  術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価、術前に必要な検査、術前に行うべき合併

症対策について理解している。

b) 麻酔器、モニター：麻酔器・麻酔回路の構造、点検方法、トラブルシューティング、モニ

ター機器の原理、適応、モニターによる生体機能の評価、について理解し、実践ができ

る。

c) 気道管理：気道の解剖、評価、様々な気道管理の方法、困難症例への対応などを理解し、

実践できる。

d) 輸液・輸血療法：種類、適応、保存、合併症、緊急時対応などについて理解し、実践がで

きる。

e) 脊髄くも膜下麻酔、硬膜外麻酔：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合

併症について理解し、実践ができる

f) 神経ブロック：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合併症について理解

し、実践ができる。
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5) 麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について、それぞれの特性と留意す

べきことを理解し、実践ができる。

a)成人心臓手術 b)血管外科 c)高齢者の手術

6) 術後管理：術後回復とその評価、術後の合併症とその対応に関して理解し、実践できる。

7) 集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し、実践でき

る。

8) 救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価、治療について理解し、実践できる。それぞ

れの患者にあった蘇生法を理解し、実践できる。AHA-ACLS、またはAHA-PALSプロバイダーコ

ースを受講し、プロバイダーカードを取得している。

9) ペイン：周術期の急性痛・慢性痛の機序、治療について理解し、実践できる。

札幌⼼臓⾎管クリニックにおける到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
目標2 診療技術

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し、臨床応用できる。具体的には日本麻酔科学会の定める「麻

酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに準拠する。

1) 基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について、定められたコース目標に

到達している。

a)血管確保・血液採取 b)気道管理

c)モニタリング d)治療手技

e)心肺蘇生法 f)麻酔器点検および使用

g)脊髄くも膜下麻酔 h)鎮痛法および鎮静薬

i)感染予防

目標3 マネジメント

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで、患者の命を助けることができる。

1) 周術期などの予期せぬ緊急事象に対して、適切に対処できる技術、判断能力を持っている。

2) 医療チームのリーダーとして、他科の医師、他職種を巻き込み、統率力をもって、周術期の

刻々と変化する事象に対応をすることができる。

目標4 医療倫理、医療安全

医師として診療を行う上で、医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける。医療安全についての

理解を深める。

1) 指導担当する医師とともに臨床研修環境の中で、協調して麻酔科診療を行うことができる。

2) 他科の医師、コメディカルなどと協力・協働して、チーム医療を実践することができる。

3) 麻酔科診療において、適切な態度で患者に接し、麻酔方法や周術期合併症をわかりやすく説

明し、インフォームドコンセントを得ることができる。

4) 初期研修医や他の医師、コメディカル、実習中の学生などに対し、適切な態度で接しなが

ら、麻酔科診療の教育をすることができる。

目標5 生涯教育

医療・医学の進歩に則して、生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する。

1) 学習ガイドラインの中の麻酔における研究計画と統計学の項目に準拠して、EBM、統計、研究

計画などについて理解している。

2) 院内のカンファレンスや抄読会、外部のセミナーやカンファレンスなどに出席し、積極的に

討論に参加できる。

3) 学術集会や学術出版物に、症例報告や研究成果の発表をすることができる。

4) 臨床上の疑問に関して、指導医に尋ねることはもとより、自ら文献・資料などを用いて問題

解決を行うことができる。
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札幌⼼臓⾎管クリニックにおける到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
③経験目標

研修期間中に手術麻酔、集中治療、ペインクリニックの充分な臨床経験を積む。

通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え、下記の所定の件数

の特殊麻酔を担当医として経験する。

・心臓血管手術の麻酔

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 

札幌⼼臓⾎管クリニックにおける到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
7-12. 禎心会病院(関連研修施設) 研修カリキュラム到達目標

①一般目標

安全かつ安心な周術期医療の提供といった国民のニーズに応えることのできる、麻酔科およびその関連

分野の診療を実践する専門医を育成する。具体的には下記の４つの資質を修得する。

1) 十分な麻酔科領域、および麻酔科関連領域の専門知識と技量

2) 刻々と変わる臨床現場における、適切な臨床的判断能力、問題解決能力

3) 医の倫理に配慮し、診療を行う上での適切な態度、習慣

4) 常に進歩する医療・医学を則して、生涯を通じて研鑽を継続する向上心

②個別目標

目標１ 基本知識

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し、臨床応用できる。具体的には公益法人日本麻酔科学会の定める

「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに準拠する。

1) 総論：

a) 麻酔科医の役割と社会的な意義、医学や麻酔の歴史について理解している。

b) 麻酔の安全と質の向上：麻酔の合併症発生率、リスクの種類、安全指針、医療の質向上に

向けた活動などについて理解している。手術室の安全管理、環境整備について理解し、実

践できる。

2) 生理学：下記の臓器の生理・病態生理、機能、評価・検査、麻酔の影響などについて理解し

ている。

a) 自律神経系 b) 中枢神経系

c) 神経筋接合部 d) 呼吸

e) 循環 f) 肝臓

g) 腎臓 h) 酸塩基平衡、電解質

i) 栄養

3) 薬理学：薬力学、薬物動態を理解している。特に下記の麻酔関連薬物について作用機序、代

謝、臨床上の効用と影響について理解している。

a) 吸入麻酔薬

b) 静脈麻酔薬

c) オピオイド

d) 筋弛緩薬

e) 局所麻酔薬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
4) 麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち、実践できる

a)  術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価、術前に必要な検査、術前に行うべき合併

症対策について理解している。

b) 麻酔器、モニター：麻酔器・麻酔回路の構造、点検方法、トラブルシューティング、モニ

ター機器の原理、適応、モニターによる生体機能の評価、について理解し、実践ができ

る。

c) 気道管理：気道の解剖、評価、様々な気道管理の方法、困難症例への対応などを理解し、

実践できる。

d) 輸液・輸血療法：種類、適応、保存、合併症、緊急時対応などについて理解し、実践がで

きる。

e) 脊髄くも膜下麻酔、硬膜外麻酔：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合

併症について理解し、実践ができる

f) 神経ブロック：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合併症について理解

し、実践ができる。

©2015 Department of Anesthesiology&Critical care, Asahikawa Medical Univercity. All Rights Reserved. 

5) 麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について、それぞれの特性と留意す

べきことを理解し、実践ができる。

a)高齢者の手術 b)脳神経外科 c) 頭頸部外科

d)外傷患者 e)手術室以外での麻酔

6) 術後管理：術後回復とその評価、術後の合併症とその対応に関して理解し、実践できる。

7) 集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し、実践でき

る。

8) 救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価、治療について理解し、実践できる。それぞ

れの患者にあった蘇生法を理解し、実践できる。AHA-ACLS、またはAHA-PALSプロバイダーコ

ースを受講し、プロバイダーカードを取得している。

9) ペイン：周術期の急性痛・慢性痛の機序、治療について理解し、実践できる。

禎⼼会病院における到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
目標2 診療技術

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し、臨床応用できる。具体的には日本麻酔科学会の定める「麻

酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに準拠する。

1) 基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について、定められたコース目標に

到達している。

a)血管確保・血液採取 b)気道管理

c)モニタリング d)治療手技

e)心肺蘇生法 f)麻酔器点検および使用

g)脊髄くも膜下麻酔 h)鎮痛法および鎮静薬

i)感染予防

目標3 マネジメント

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで、患者の命を助けることができる。

1) 周術期などの予期せぬ緊急事象に対して、適切に対処できる技術、判断能力を持っている。

2) 医療チームのリーダーとして、他科の医師、他職種を巻き込み、統率力をもって、周術期の

刻々と変化する事象に対応をすることができる。

目標4 医療倫理、医療安全

医師として診療を行う上で、医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける。医療安全についての

理解を深める。

1) 指導担当する医師とともに臨床研修環境の中で、協調して麻酔科診療を行うことができる。

2) 他科の医師、コメディカルなどと協力・協働して、チーム医療を実践することができる。

3) 麻酔科診療において、適切な態度で患者に接し、麻酔方法や周術期合併症をわかりやすく説

明し、インフォームドコンセントを得ることができる。

4) 初期研修医や他の医師、コメディカル、実習中の学生などに対し、適切な態度で接しなが

ら、麻酔科診療の教育をすることができる。

目標5 生涯教育

医療・医学の進歩に則して、生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する。

1) 学習ガイドラインの中の麻酔における研究計画と統計学の項目に準拠して、EBM、統計、研究

計画などについて理解している。

2) 院内のカンファレンスや抄読会、外部のセミナーやカンファレンスなどに出席し、積極的に

討論に参加できる。

3) 学術集会や学術出版物に、症例報告や研究成果の発表をすることができる。

4) 臨床上の疑問に関して、指導医に尋ねることはもとより、自ら文献・資料などを用いて問題

解決を行うことができる。
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
③経験目標

研修期間中に手術麻酔、集中治療、ペインクリニックの充分な臨床経験を積む。

通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え、下記の所定の件数

の特殊麻酔を担当医として経験する。

・脳神経外科手術の麻酔
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
7-13. 釧路孝仁会記念病院(関連研修施設) 研修カリキュラム到達目標

①一般目標

安全かつ安心な周術期医療の提供といった国民のニーズに応えることのできる、麻酔科およびその関連

分野の診療を実践する専門医を育成する。具体的には下記の４つの資質を修得する。

1) 十分な麻酔科領域、および麻酔科関連領域の専門知識と技量

2) 刻々と変わる臨床現場における、適切な臨床的判断能力、問題解決能力

3) 医の倫理に配慮し、診療を行う上での適切な態度、習慣

4) 常に進歩する医療・医学を則して、生涯を通じて研鑽を継続する向上心

②個別目標

目標１ 基本知識

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し、臨床応用できる。具体的には公益法人日本麻酔科学会の定める

「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに準拠する。

1) 総論：

a) 麻酔科医の役割と社会的な意義、医学や麻酔の歴史について理解している。

b) 麻酔の安全と質の向上：麻酔の合併症発生率、リスクの種類、安全指針、医療の質向上に

向けた活動などについて理解している。手術室の安全管理、環境整備について理解し、実

践できる。

2) 生理学：下記の臓器の生理・病態生理、機能、評価・検査、麻酔の影響などについて理解し

ている。

a) 自律神経系 b) 中枢神経系

c) 神経筋接合部 d) 呼吸

e) 循環 f) 肝臓

g) 腎臓 h) 酸塩基平衡、電解質

i) 栄養

3) 薬理学：薬力学、薬物動態を理解している。特に下記の麻酔関連薬物について作用機序、代

謝、臨床上の効用と影響について理解している。

a) 吸入麻酔薬

b) 静脈麻酔薬

c) オピオイド

d) 筋弛緩薬

e) 局所麻酔薬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
4) 麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち、実践できる

a)  術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価、術前に必要な検査、術前に行うべき合併

症対策について理解している。

b) 麻酔器、モニター：麻酔器・麻酔回路の構造、点検方法、トラブルシューティング、モニ

ター機器の原理、適応、モニターによる生体機能の評価、について理解し、実践ができ

る。

c) 気道管理：気道の解剖、評価、様々な気道管理の方法、困難症例への対応などを理解し、

実践できる。

d) 輸液・輸血療法：種類、適応、保存、合併症、緊急時対応などについて理解し、実践がで

きる。

e) 脊髄くも膜下麻酔、硬膜外麻酔：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合

併症について理解し、実践ができる

f) 神経ブロック：適応、禁忌、関連する部所の解剖、手順、作用機序、合併症について理解

し、実践ができる。
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5) 麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について、それぞれの特性と留意す

べきことを理解し、実践ができる。

a)腹部外科 b)胸部外科 c)成人心臓手術

d)血管外科 e)高齢者の手術 f)脳神経外科

g)外傷患者 h)手術室以外での麻酔

6) 術後管理：術後回復とその評価、術後の合併症とその対応に関して理解し、実践できる。

7) 集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し、実践でき

る。

8) 救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価、治療について理解し、実践できる。それぞ

れの患者にあった蘇生法を理解し、実践できる。AHA-ACLS、またはAHA-PALSプロバイダーコ

ースを受講し、プロバイダーカードを取得している。

9) ペイン：周術期の急性痛・慢性痛の機序、治療について理解し、実践できる。

釧路孝仁会記念病院における到達⽬標と評価項⽬
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旭川医科⼤学病院⿇酔科専⾨医研修プログラム

⿇酔認定病院番号：135
目標2 診療技術

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し、臨床応用できる。具体的には日本麻酔科学会の定める「麻

酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに準拠する。

1) 基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について、定められたコース目標に

到達している。

a)血管確保・血液採取 b)気道管理

c)モニタリング d)治療手技

e)心肺蘇生法 f)麻酔器点検および使用

g)脊髄くも膜下麻酔 h)鎮痛法および鎮静薬

i)感染予防

目標3 マネジメント

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで、患者の命を助けることができる。

1) 周術期などの予期せぬ緊急事象に対して、適切に対処できる技術、判断能力を持っている。

2) 医療チームのリーダーとして、他科の医師、他職種を巻き込み、統率力をもって、周術期の

刻々と変化する事象に対応をすることができる。

目標4 医療倫理、医療安全

医師として診療を行う上で、医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける。医療安全についての

理解を深める。

1) 指導担当する医師とともに臨床研修環境の中で、協調して麻酔科診療を行うことができる。

2) 他科の医師、コメディカルなどと協力・協働して、チーム医療を実践することができる。

3) 麻酔科診療において、適切な態度で患者に接し、麻酔方法や周術期合併症をわかりやすく説

明し、インフォームドコンセントを得ることができる。

4) 初期研修医や他の医師、コメディカル、実習中の学生などに対し、適切な態度で接しなが

ら、麻酔科診療の教育をすることができる。

目標5 生涯教育

医療・医学の進歩に則して、生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する。

1) 学習ガイドラインの中の麻酔における研究計画と統計学の項目に準拠して、EBM、統計、研究

計画などについて理解している。

2) 院内のカンファレンスや抄読会、外部のセミナーやカンファレンスなどに出席し、積極的に

討論に参加できる。

3) 学術集会や学術出版物に、症例報告や研究成果の発表をすることができる。

4) 臨床上の疑問に関して、指導医に尋ねることはもとより、自ら文献・資料などを用いて問題

解決を行うことができる。
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⿇酔認定病院番号：135
③経験目標

研修期間中に手術麻酔、集中治療、ペインクリニックの充分な臨床経験を積む。

通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え、下記の所定の件数

の特殊麻酔を担当医として経験する。

・心臓血管手術の麻酔(胸部大動脈手術を含む)

・胸部外科手術の麻酔

・脳神経外科手術の麻酔
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